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           漱石『猫』の「顔論」
                              Junko Higasa

『吾輩は猫である』にスターンの「鼻論」を取り込んだ漱石が、第五章で展開した

のは「顔論」である。

人間の顔については、古代ギリシャのヒポクラテス、アリストテレス、プラトンの

「栄養質・筋骨質・心性質」を基本とする人相学、18 世紀ヨハン・カスパー・ラヴァ

ーター(Johann Casper Lavater)の「人間の本性は容貌に現れる」観相学、19 世紀フ

ランツ・ヨーゼフ・ガル(Franz Joseph Gall)の「人間の精神は頭蓋骨の形に現れる」

骨相学という具合に、人間自身が研究を重ねてきた。その学問的統計を重ねていくう

ちに人間は、これだけ多くの人間を製造しながら誰一人として同じ顔を作らなかった

神の手際に驚き恐れ入った。何故恐れ入るかといえば、特に耶蘇教においては、人間

に成し得ない仕事・解明できない仕事は「神の仕事」と見なされるからである。『古代

の神は全知全能と崇められている。ことに耶蘇教の神は二十世紀の今日までもこの全

知全能の面を被っている』「神の手際」と判ぜらるる事は、自然伝播により人間の間に

ひとつの流行を作る。流行とは意志による選択ではなく、人間を驚かせる理由を掲げ

た突出傾向に惹かれる自然模倣である。

この観点から、まず face を「顔」と訳して見てみると、他国を制圧し領土を広げる

力を持つ顔に自慢の潮流を与えた耶蘇教の神は、世界に対して 20 世紀の今日までも全

知全能の「支配力」を誇示し続けている。それは白人以外を劣等なものと捉え、黄禍

論を掲げて東洋人を差別し、西洋社会の動向に沿わない日本古来の「あばた面」を劣

等な者と捉え、利己主義を隠した「紳士淑女面」が攻撃するという現状をもたらして

いる。しかし実際には黄なる顔を持つ日本人は欧米と同じことをやったまでである。

「あばた面」を持つ教師は、露西亜と戦う軍人同様に日本古来の精神を継承している。

要するに西洋も東洋も同じことをやっているのに、行いは違えども心の中では同じ日

本人魂を持っているのに、人間は平面に目が二つ並んでいるから、物事の半面しか視

野に入らず、形だけで同類の価値を判断して他人を攻撃するという、自己の顔の醜さ

に思い至らないのは気の毒な次第である。他国を征服する人間が他国に征服されて怒

る。戦争に行かないで儲ける人間が戦争に行かないで貧する人間を批判する。彼らに

ぜひ鏡を見せてやりたい。しかしそれによって自己の行いに気付くかは疑問である。

人間は同じ材料から出来ている同一生物である。それにも拘らず人間同士が互いを人

間として認識していないのは、神が人間の顔を同じに造り損ねた結果であるとも言え

る。もし神が人間同士区別がつかないよう悉皆焼印の御かめの如く人間を造り得たな

らば、人間は自分も他人も同じ人間であることを知り得たであろう。このように人間

に自分が何者であるか悟らせなかったのは、神の無能力のせいではないかと疑ってい

たところへ、好男子水島寒月君と同じ顔の泥棒が現れた。『神もこんな似た顔を二個製

造する手際があるとすれば、決して無能を以て目する訳には行かぬ』これこそ確かに

「人間」という同一生物を作ったという神の製作能力における全知全能を証明するも

のである。

さて、次に face を「文面」と訳す。「神の視点」（三人称一元視点）を頭に抱く全面

描写に自然追従した文面に、今日これほど目まぐるしきまでに異様な変化を生じせし



めたのは、神の無能力の結果と評しても差し支えない。もし全然無能でないにしても

その宗教的思想の牽引によって行われる自然模倣は、少なくとも人間の意図的模倣で

ある一人称視点を以て描く写生文以上のものではないと断定できるだろうと思う。人

間の 24 時間をすべて写しきれない以上、神の視点が描く顔は見える部分だけ、それだ

け多くの顔を造る。そこへ神に呑まれている模倣者の勝手次第な厭世観が文面に変化

をもたらすと同じ顔が違う顔になる。何事も楽な方向へ流れるのが人間の特性である

が、文学もまた神の模倣という楽な自然模倣へ流れる傾向がある。それは本来の人間

からかけ離れた理想像や、現実には存在し得ない人間を創るだろう。顔に優越感を抱

く読者のために毬栗頭の泥棒を製造して文面に変化をつける必要はないのである。「私

は泥棒でございます」という顔をしている泥棒はいないのだから、むしろそれに気付

かせる表現が出来たら、それこそ全能的技量と呼んで差し支えないものと思う。

ところで模倣という事を考えてみると、ラファエル(ラファエロ・サンツィオ)は生涯

多くのマドンナを描いた。ミケランジェロの手法を意図的に模倣したが、そこにはラ

ファエロ自身の表現も融合する。いくら手法を模倣して同じ顔を描き得たとしても、

ラファエロという個性がそこにある以上、ミケランジェロと全く同じマドンナは描け

ない。また手法を模倣した以上ミケランジェロと全く違うマドンナも描けない。同様

に弘法大師に昨日と同じ筆法の書を求めても、昨日の弘法大師と今日の空海の心理は

同じではない。自分自身の模倣でさえ困難である。そればかりではない。人間は実用

上の言葉を学ぶとき、生まれた時から出来るだけの能力で人真似するのである。その

何の野心もない模倣でさえ時を経て変化するものである。それほど純粋な模倣は困難

なものである。

思想は連綿たる自国の歴史が育てる。しかしその歴史の解釈でさえ、同国において

時代によって変化する。従って西洋小説の顔を真似するだけでは日本文学を同レヴェ

ルの地位に引き上げることは出来まい。そこに日本古来の精神が生きなくてはならぬ。

思考習慣の違う西洋婦人を日本婦人の上にそのまま写しても、それは真実ではなかろ

う。生きた女にはなり得まい。しかしすべての藝術は模倣から始まる。模倣なくして

はあり得ない。そこで吾輩はラファエル同様、西洋手法模倣の上に東洋人としての自

分の表現を融合させるのである。そこに独自の自国の文学が生まれるだろうと思う。

さて、ここでまた「顔」へ話を戻す。「吾輩」は日本の猫である。鼠を捕る(露西亜

兵を倒す)ための顔(face)と金モールに縁取りされた上着(a coat faced with gold braid)
を持つ才能はなくても、心の中では大いに日本贔屓である。しかし主人(国家)のために

戦闘にも出向かず、泥棒も撃退せず夜警の役割も果たせず、多々良三平君のように株

の額面(face)を追って鉱山部という軍事産業にも寄与していないので、形を見て心を見

ない凡眼には、全くのごく潰しとしか映らない。しかし世の中を写し、現状を分析し

て社会的対応策や人間の在り方を問うことによって、日本の未来を守ろうと猫一倍深

く脳を活動させているのである。

吾輩は版面(face)を活用できる各段なる地位において、日本の未来のために実戦に直

面(face)している東郷大将と苦心を同じくする者である。西洋戦法（筆法）を模倣しな

がら、神に呑まれて暴走しかねない血気を抑制し、日本の現状・日本人の魂に合わせ

た最善策を模索する。凡眼は軍事的に協力しない者を無能力と誹謗するが、東郷大将

の face は「立ち向かう」であり、吾輩の face は「転回」である。形は真逆ながら、ど

ちらも日本の安寧を願うための戦いであることに変わりはない。   (2016.2.14)
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